
平成２６年度 事務事業評価シート

2

1

Ⅱ

単位
基準値

Ｈ16
実績値

Ｈ25

ｇ 570 586

ｔ 9,388 7,695

ｔ 2,234 2,512

件 48 42

Action

事業の目的 年度

対象者等
※ハード事業
の場合は、施
設名を記載

事業の内容
根拠法令、条例、
要綱等

指標名 単位
Ｈ24
実績

Ｈ25
実績

Ｈ26
目標

Ｈ27
目標

Ｈ28
目標

Ｈ29
目標

Ｈ24
決算

Ｈ25
決算

Ｈ26
予算

Ｈ27
予算案

Ｈ28
予算案

Ｈ29
予算案

国庫
支出金

道
支出金

地方債

その他

一般
財源

500 500 500 500 500 500

21211002 500 500 500 500 500 500

国庫
支出金

道
支出金

地方債

その他

一般
財源

4,241 4,194 4,500 4,500 4,500 4,500

21211003 4,241 4,194 4,500 4,500 4,500 4,500

実績値
Ｈ24

実績値
Ｈ26

目標値
Ｈ27

指標① 家庭系ごみの市民一人・１日当り排出量 582 597 583 592 ‐

目標 循環型社会の構築を目指し、ごみの減量化やリサイクル活動の促進と廃棄物の適正な処理を行う。

指標名
中間値

Ｈ21
実績値

Ｈ22
実績値

Ｈ23

章 自然とともに暮らすまち

節 環境への負荷の少ないまちをつくる

施策 循環型社会の構築

‐ 0

指標③ 最終処分場の年間埋立て量 2,452 2,477 2,484 2,441 ‐ 2,000

指標④ 不法放棄件数 63 58 62 43

550

指標② 事業系ごみの年間排出量 8,299 8,228 7,753 7,676 ‐ 8,700

施策
コード

施策の基本的な方向 主要な施策 具体的な内容

3-① ３　一般廃棄物の適正処理 ①　ごみ処理施設の適正な維持管理の推進 ・ クリンクルセンターの焼却処理施設等の日常の維持管理を適切に行い、併せて施設の延命化を図ることによって、廃棄物の安全かつ安定的な処理に努めます。

1-① １　廃棄物の減量 ①　ごみの排出抑制の普及啓発とその実践強化 ・ 「登別市ごみ減量化行動指針」に基づき、ごみの減量化と普及啓発を推進します。

2-① ２　廃棄物の有効利用 ①　リサイクルの普及啓発とその実践強化

・廃棄物の分別や、資源回収を推進します。
・資源回収を促進するため回収団体への支援を図ります。
・再生品の有効利用や普及啓発を推進します。
・ 生ごみを利用した堆肥の製造として、民間と共同で品質向上を図り、付加価値を高める研究を進めます。

4-① ４　産業廃棄物の適正処理 ①　産業廃棄物処理場の適正な管理・指導 ・ 関係機関と連携を図り、環境汚染防止の指導・監督に努めます。

5-① ５　不法投棄の防止 ①　不法投棄防止の強化 ・ 「登別市不法投棄、ポイ捨て及びペットのふんの放置条例」に基づき、市民・事業者・行政が一体となり、不法投棄防止の強化を図ります。

ＮＯ 施策
事業名
【事務事業
コード】

部名及びグ
ループ名

開始
年度

終了
年度

名称

評価の判断理由、特記事項
など
（妥当性、有効性、効率性、成
果）

今後の事業の方
向性
【Ｈ27以降】

事業
区分

会計
種別

Plan  ・  Do Check

事業概要 事業の成果、目標 各年度の決算額、当該年度の予算額、今後の予算案　【　単位　：　千円　】
第２期基本計画第３次実施計画期間
中（Ｈ24～Ｈ26）における事業内容の
変更・改善等の状況

評価

衛生団体連合会に対して、運営費の一部を補助した。
【衛生団体連合会の活動内容】
　クリーン作戦（春・秋）、研修事業、クリーンリーダー
研修会（４会場で実施・出席者数131名）、クリーンリー
ダー視察研修会（参加者数100名）、衛団連だより発行、
団体の活動実績等の掲載（町内会で回覧）、表彰事業（個
人14人、団体１団体表彰）、各種事業への参加（登別消費
生活展、不法投棄・ポイ捨て・犬のふんの放置防止の街頭
啓発、リサイクルまつり）

登別市廃棄物の再
利用及び処理に関
する条例、登別市
補助金等の事務取
扱に関する規則

クリーン作戦によ
るごみの回収量

㎏ 5,820 5,670

上記のとおり
【衛生団体連合会の活動内容】
　クリーン作戦（春・秋）、研修事業、クリーンリーダー
研修会（４会場で実施・出席者数119名）、クリーンリー
ダー視察研修会（参加者数104名）、衛団連だより発行、
団体の活動実績等の掲載（町内会で回覧）、表彰事業（個
人14人、団体２団体表彰）、各種事業への参加（登別消費
生活展、不法投棄・ポイ捨て・犬のふんの放置防止の街頭
啓発、リサイクルまつり）

上記のとおり

クリーンリーダー
の委嘱人数

人

－ ソフト
一般
会計

　公衆衛生の向上
やリサイクルの啓
発等に取組む団体
の活動を支援する
ことにより、清潔
で住みよいまちづ
くりを進めるとと
もに、資源循環型
社会の構築を図る
ことを目的とす
る。

Ｈ24

登別市衛生
団体連合会

Ｈ25

上記のとお
り

Ｈ26

上記のとお
り

維持

　事業の実施により、市民や
市の責任が明確にされ、ごみ
の減量、リサイクルの推進、
ごみ分別の徹底等をはじめと
する廃棄物の排出抑制や再利
用、適正処理の実践の推進が
図られている。ごみステー
ションの管理をはじめ、町内
会で組織された同連合会が中
心となり、清潔で美しい街づ
くりのために、様々な事業活
動を展開し、活動を維持・継
続しており、全市的な美化推
進をはじめ、不法投棄の監視
や防止にも効果が出ており、
今後も事業を継続することが
相当である。

　清潔で住みよい
まちづくりを進め
るとともに、資源
循環型社会の構築
を図るため、公衆
衛生に対する理解
やリサイクル啓発
等の意識向上の促
進に努めていく。

7,500 7,500 7,500 7,500

Ｈ24
以前

事業実施中に不断の事務改善
を検討・実施しております
が、事業内容に変更はありま
せん。

Ｈ25

上記のとおり

団体 84

H12 － ソフト
一般
会計

　資源の有効活用
の促進及びごみ減
量化の啓発を行う
ことにより、資源
循環型社会の構築
を図ることを目的
とする。

Ｈ24

上記のとおり実施中 上記のとおり

Ｈ26

上記のとおり

合　計

2 1-①

ごみ減量化
推進事業
（資源ごみ
の回収）

市民
生活
部

環境
対策
Ｇ

414 402 490 490 490 490

1 1-①

登別市衛生
団体連合会
運営事業補
助金

市民
生活
部

環境
対策
Ｇ

S59

Ｈ26

上記のとおり

Ｈ25

上記のとお
り

上記のとおり 上記のとおり

Ｈ25

上記のとおり

資源回収量 トン 1,413

事業実施中に不断の事務改善
を検討・実施しております
が、事業内容に変更はありま
せん。

維持

　事業の実施により、再生可
能な資源ごみがリサイクルさ
れ、資源の有効活用促進及び
ごみ減量化の啓発に資するこ
と、登録団体数は大きく変動
しておらず、市民の資源の有
効活用に対する意識は未だ高
いと考えられること、事業の
減額等は、登録団体の資源リ
サイクルに対する意欲低下を
招くことにつながることか
ら、今後も事業を継続するこ
とが相当である。

　事業の継続を図
り、資源の循環型
社会の構築、市民
のリサイクル意識
の向上等を図って
いく。

84 90 90 90 90

Ｈ24
以前

町内会、子
供会等の登
録団体

　新聞紙や金属類、びんなど、再商品化や再利
用が可能な資源の回収を行う町内会や子供会な
どの登録団体に対して、回収量に応じて奨励金
（３円／１kg）を支給した。

登別市資源回収団
体奨励金支給要綱

資源回収団体数

合　計

1,398 1,500 1,500 1,500 1,500

Ｈ26

上記のとお
り

上記のとおり実施中 上記のとおり



Action

事業の目的 年度

対象者等
※ハード事業
の場合は、施
設名を記載

事業の内容
根拠法令、条例、
要綱等

指標名 単位
Ｈ24
実績

Ｈ25
実績

Ｈ26
目標

Ｈ27
目標

Ｈ28
目標

Ｈ29
目標

Ｈ24
決算

Ｈ25
決算

Ｈ26
予算

Ｈ27
予算案

Ｈ28
予算案

Ｈ29
予算案

ＮＯ 施策
事業名
【事務事業
コード】

部名及びグ
ループ名

開始
年度

終了
年度

名称

評価の判断理由、特記事項
など
（妥当性、有効性、効率性、成
果）

今後の事業の方
向性
【Ｈ27以降】

事業
区分

会計
種別

Plan  ・  Do Check

事業概要 事業の成果、目標 各年度の決算額、当該年度の予算額、今後の予算案　【　単位　：　千円　】
第２期基本計画第３次実施計画期間
中（Ｈ24～Ｈ26）における事業内容の
変更・改善等の状況

評価

国庫
支出金

道
支出金

地方債

その他

一般
財源

725 665 687 687 687 687

21221001 725 665 687 687 687 687

国庫
支出金

道
支出金

地方債

その他

一般
財源

60 61 68 68 68 68

21221002 60 61 68 68 68 68

国庫
支出金

道
支出金

地方債

その他

一般
財源

91 89 130 130 130 130

21231001 91 89 130 130 130 130

国庫
支出金

道
支出金

地方債

その他

一般
財源

118,650 118,650 122,040 122,040 122,040 122,040

21231002 118,650 118,650 122,040 122,040 122,040 122,040

国庫
支出金

道
支出金

地方債

その他
ごみ処理手数料、
ごみ処分手数料等

180,073 194,849 264,681 264,681 264,681 264,681

一般
財源

367,284 351,653 362,247 362,247 362,247 362,247

21231003 547,357 546,502 626,928 626,928 626,928 626,928

3 2-①

ごみ減量化
推進事業
（リサイク
ルの状況）

市民
生活
部

環境
対策
Ｇ

H11 －

上記のとおり

Ｈ25

上記のとお
り

上記のとおり
【事業実績】
再商品化（びん590ｔ、ペットボトル139ｔ）、不用品ダイ
ヤル市委託（登録件数115件、成立件数50件）、パソコン
の回収ボックスをクリンクルセンターに設置（平成26年４
月開始）

上記のとおり

Ｈ25

　資源ごみ（びん・ペットボ
トル）の再商品化委託につい
ては、関係法令において、業
務実施が義務付けられてお
り、不用品ダイヤル市につい
ては、市民に浸透した業務で
あることから、維持すること
が妥当である。

　引続き、ごみの
減量やリサイクル
に関する啓発して
いく。特に、不用
品ダイヤル市につ
いては、その成立
件数が目標値を下
回る水準で推移し
ていることから、
市民により浸透す
るよう、よりよい
周知方法を検討し
ていく。

100 100 100

Ｈ24
以前

事業実施中に不断の事務改善
を検討・実施しております
が、事業内容に変更はありま
せん。

維持

上記のとおり

－ －

廃棄物の処理及び清
掃に関する法律　登
別市廃棄物の再利用
及び処理に関する条
例　容器包装に係る
分別収集及び再商品
化の促進に関する条
例

不用品ダイヤル市
による成立件数

件 38 50 100

Ｈ24

市民

Ｈ26

上記のとおり

合　計

4 2-①

リサイクル
まつり

市民
生活
部

環境
対策
Ｇ

H13

－ － － － － －

ソフト
一般
会計

　ごみの減量化や
リサイクルに関す
る啓発を行うこと
により、資源循環
型社会の構築を図
ることを目的とす
る。

　クリンクルセンターのリサイクルプラザを情報発信の拠
点として、リサイクルに対する意識向上を図った。容器包
装に係る分別収集分別収集及び再商品化の促進に関する法
律に基づき、資源ごみ（びん・ペットボトル）の再商品化
を行った。また、不用品ダイヤル市を実施した。
【事業実績】
再商品化（びん621ｔ、ペットボトル138ｔ）、不用品ダイ
ヤル市委託（登録件数125件、成立件数38件）、小型家電
の回収ボックスを市内５か所に設置（平成25年４月開始）

Ｈ26

上記のとお
り

上記のとおり実施中

クリンクルセンターでリサイクルまつりを開催した。
【イベント内容】
　フリーマーケット、昔の遊び体験、堆肥化製品の無料配
布、環境パネル展、ペットボトル釣り・ペットボトル工作
教室、繊維リサイクル、紙すき・絵手紙づくり体験、環境
クイズ、太陽光発電・風力発電展示、環境家計簿体験、古
布作品展、登別・白老物産展

来場者数 人 2,000 2,000

上記のとおり
【イベント内容】
　フリーマーケット、昔の遊び体験、堆肥化製品の無料配
布、環境パネル展、ペットボトル釣り・ペットボトル工作
教室、繊維リサイクル、紙すき・絵手紙づくり体験、環境
クイズ、太陽光発電・風力発電展示、環境家計簿体験、古
布作品展、登別・白老物産展

フリーマーケット
出店数

Ｈ24

主に市民及
び白老町民

Ｈ25

上記のとお
り

Ｈ26

上記のとお
り

維持

　イベントを通じて、ごみの
減量化やリサイクル意識の向
上を促し、循環型社会のＰＲ
に努める必要性から、今度も
行っていくことが妥当であ
る。

　リサイクルの情
勢は日々変化して
いることから、本
事業内容とリサイ
クル情勢の現状を
比較し、時代に
沿った事業内容を
検討していく。

2,000 2,000 2,000 2,000

Ｈ24
以前

事業実施中に不断の事務改善
を検討・実施しております
が、事業内容に変更はありま
せん。

Ｈ25

上記のとおり

枚 70

H10 － ソフト
一般
会計

　ごみステーショ
ンのネット化を促
進することによ
り、美観、衛生、
交通安全、収集効
率の向上を図るこ
とを目的とする。

Ｈ24

上記のとおり実施予定

Ｈ26

上記のとおり

合　計

5 3-①

ごみステー
ションネッ
ト化推進事
業補助金

市民
生活
部

環境
対策
Ｇ

30 33 30 30 30 30

Ｈ26

上記のとおり

合　計

店

－ ソフト
一般
会計

　ごみの減量化や
リサイクルに関す
る普及啓発を行う
ことにより、資源
循環型社会の構築
を図ることを目的
とする。

Ｈ25

上記のとお
り

上記のとおり
【登別市衛生団体連合会の活動実績】
・助成町内会　14町内会

上記のとおり

Ｈ25

上記のとおり

－ － －

事業実施中に不断の事務改善
を検討・実施しております
が、事業内容に変更はありま
せん。

維持

　事業の実施により、美観、
衛生、交通安全、収集効率向
上の促進に資すること、地域
によっては、有形のごみス
テーション設置が難しいこと
から、市でネット化を推奨し
ている。また、ごみの飛散防
止等にも効果をあげており、
今後も事業を継続することが
相当である。

　事業の継続を図
り、各町内会への
ごみ減量化、不法
投棄防止等、環境
衛生の意識向上の
促進を図るため、
今後もネット化の
推奨に取り組んで
いく。

68 100 100 100 100

Ｈ24
以前

町内会 　ごみステーション周辺の衛生環境維持、ごみ収集の効率
化を図るため、ごみステーションをネット化する町内会に
助成を行う登別市衛生団体連合会に対して、助成に要する
経費の補助を行った。
　※助成額：１枚につき1,300円（助成見込数100枚）
【登別市衛生団体連合会の活動実績】
・助成町内会　17町内会

登別市廃棄物の再
利用及び処理に関
する条例　ごみス
テーション設置管
理等に関する要綱

購入補助したネッ
トの枚数

6 3-①

ごみ収集運
搬業務委託
事業 市民

生活
部

環境
対策
Ｇ

H12 －

－ － － － －

Ｈ26

上記のとお
り

上記のとおり実施中 上記のとおり

Ｈ26

上記のとおり

合　計

Ｈ25

上記のとお
り

上記のとおり
【事業実績】
・ごみステーション数：1,646カ所
・収集日：月曜日～土曜日
・収集回数：燃やせるごみ（週２回）、燃やせないごみ・
有害ごみ（月２回）、資源ごみ（週１回）、粗大ごみ（年
２回）

上記のとおり

Ｈ25

　市町村は、一般廃棄物処理
計画に従って、区域内におけ
る一般廃棄物を生活環境の保
全上支障が生じないように収
集運搬しなければならなく、
この事業を民間へ委託してい
るものであることから、維持
する必要がある。

引続き、民間委託
により、一般廃棄
物の収集を実施し
ていく。

10,315 10,256 10,197

Ｈ24
以前

事業実施中に不断の事務改善
を検討・実施しております
が、事業内容に変更はありま
せん。

維持

上記のとおり

－ －

登別市廃棄物の再
利用及び処理に関
する条例、ごみス
テーション設置管
理等に関する要綱

家庭系一般廃棄物
収集量（年間）

ｔ 11,011 10,817 10,373

Ｈ24

ごみ収集業
務を行うこ
とができる
法人

上記のとおり

7 3-①

クリンクル
センター運
営管理経費
及び最終処
分場運営管
理経費

市民
生活
部

環境
対策
Ｇ

H12

－ － － － － －

ソフト
一般
会計

　家庭ごみの収集
を効率的に実施す
ることにより、適
正なごみ処理を行
い、良好な生活環
境の維持を図るこ
とを目的とする。

　家庭から出される「燃やせるごみ」「燃やせないごみ」
「資源ごみ」「粗大ごみ」「有害ごみ」の収集・運搬業務
を委託した。
【事業実績】
・ごみステーション数：1,628カ所
・収集日：月曜日～土曜日
・収集回数：燃やせるごみ（週２回）、燃やせないごみ・
有害ごみ（月２回）、資源ごみ（週１回）、粗大ごみ（年
２回）

Ｈ26

上記のとお
り

上記のとおり実施中

クリンクルセンターで焼却、破砕処理を行った後、最終処
分場に埋め立て処分を行った。
【事業実績】
・クリンクルセンター運営管理経費　504,691千円
・最終処分場運営管理経費　　　　　 42,665千円

循環型社会形成推
進基本法、廃棄物
の処理及び清掃に
関する法律、資源
の有効な利用の促
進に関する法律 ごみ処理量（年

間）
ｔ 18,881 19,006

上記のとおり
【事業実績】
・クリンクルセンター運営管理経費　504,857千円
・最終処分場運営管理経費　　　　　 41,644千円

上記のとおり

最終処分量（年
間）

ｔ

－ ソフト

上記のとお
り

Ｈ26

上記のとお
り

維持

　一般廃棄物は市町村が処理
することとなっており、その
適正処理を維持する必要があ
る。

　本施設の適正運
営により生活環境
の保全及び公衆衛
生の向上が図られ
ることから、継続
して事業を実施し
ていく。

24,646 24,646 64,646 24,646

Ｈ24
以前

事業実施中に不断の事務改善
を検討・実施しております
が、事業内容に変更はありま
せん。

Ｈ25

上記のとおり

上記のとおり実施中
【事業実績】
・クリンクルセンター運営管理経費　582,346千円
・最終処分場運営管理経費　　　　　 44,582千円

上記のとおり

Ｈ26

上記のとおり

合　計

2,441 2,512 2,500 2,500 2,500 2,500

一般
会計

　市内で発生する
廃棄物を適正に処
理し、生活環境の
保全と循環型社会
の形成を図るた
め、クリンクルセ
ンター及び最終処
分場の適正な維持
管理を推進するこ
とを目的とする。

Ｈ24

クリンクル
センター、
最終処分場

Ｈ25



Action

事業の目的 年度

対象者等
※ハード事業
の場合は、施
設名を記載

事業の内容
根拠法令、条例、
要綱等

指標名 単位
Ｈ24
実績

Ｈ25
実績

Ｈ26
目標

Ｈ27
目標

Ｈ28
目標

Ｈ29
目標

Ｈ24
決算

Ｈ25
決算

Ｈ26
予算

Ｈ27
予算案

Ｈ28
予算案

Ｈ29
予算案

ＮＯ 施策
事業名
【事務事業
コード】

部名及びグ
ループ名

開始
年度

終了
年度

名称

評価の判断理由、特記事項
など
（妥当性、有効性、効率性、成
果）

今後の事業の方
向性
【Ｈ27以降】

事業
区分

会計
種別

Plan  ・  Do Check

事業概要 事業の成果、目標 各年度の決算額、当該年度の予算額、今後の予算案　【　単位　：　千円　】
第２期基本計画第３次実施計画期間
中（Ｈ24～Ｈ26）における事業内容の
変更・改善等の状況

評価

国庫
支出金

地域の元気臨時交
付金

13,270

道
支出金

地方債 164,200 190,200 230,700 176,400 73,700 97,800

その他
一般廃棄物処理施
設整備基金積立金
繰入金

50,000

一般
財源

18,290 7,895 25,725 19,707 8,256 10,930

21231010 182,490 211,365 256,425 196,107 131,956 108,730

国庫
支出金

道
支出金

緊急雇用創出推進
事業補助金

1,912

地方債

その他

一般
財源

21231021 0 1,912 0 0 0 0

国庫
支出金

道
支出金

地方債

その他

一般
財源

107 151 295 295 295 295

21251001 107 151 295 295 295 295

0 13,270 0 0 0 0

0 1,912 0 0 0 0

164,200 190,200 230,700 176,400 73,700 97,800

180,073 194,849 264,681 264,681 314,681 264,681

509,948 483,858 516,192 510,174 498,723 501,397

854,221 884,089 1,011,573 951,255 887,104 863,878

0 13,270 0 0 0 0

0 1,912 0 0 0 0

164,200 190,200 230,700 176,400 73,700 97,800

180,073 194,849 264,681 264,681 314,681 264,681

509,948 483,858 516,192 510,174 498,723 501,397

854,221 884,089 1,011,573 951,255 887,104 863,878

Ｈ24
決算

Ｈ25
決算

Ｈ26
予算

Ｈ27
予算案

Ｈ28
予算案

Ｈ29
予算案

％ 100

H22 － ハード
一般
会計

　クリンクルセン
ター延命化のため
の計画的な改修を
行い、ごみ処理施
設の適正な維持管
理を推進すること
を目的とする。

Ｈ24

8 3-①

クリンクル
センター中
間改修事業 市民

生活
部

環境
対策
Ｇ

Ｈ26

上記のとおり

合　計

Ｈ25

上記のとお
り

上記のとおり
【事業実績】
・焼却処理施設改修工事　159,600千円
・破砕・資源化処理施設改修工事　51,765千円

上記のとおり

Ｈ25

上記のとおり

－ － －

事業実施中に不断の事務改善
を検討・実施しております
が、事業内容に変更はありま
せん。

維持

　一般廃棄物は市町村が処理
することとなっており、その
適正処理を維持するために必
要な改修工事を行うことは必
要である。

　クリンクルセン
ター長寿命化計画
及び大型事業推進
プランにより事業
を推進していく。

100 100 100 100 100

Ｈ24
以前

クリンクル
センター

　供用開始から１０年以上が経過したクリンク
ルセンターについて、施設延命化のため、長寿
命化計画に基づいた改修を行った。
【事業実績】
・焼却処理施設改修工事　150,150千円
・破砕・資源化処理施設改修工事　32,340千円

廃棄物の処理及び
清掃に関する法律

各年度の事業達成
率

9 3-①

ごみステー
ション管理
台帳等デー
タ整備事業
（緊急雇用
創出推進事
業）

市民
生活
部

環境
対策
Ｇ

H25 H25

－ － － － －

Ｈ26

上記のとお
り

上記のとおり実施中
【事業計画】
・焼却処理施設改修工事　214,056千円
・破砕・資源化処理施設改修工事　42,369千円

上記のとおり

Ｈ26 －

合　計

Ｈ25

市民 ごみステーション管理台帳を整備したほか、ご
みステーション設置地図等を整備・作成した。
【事業実績】
・ごみステーション設置地図の整備
・ごみステーション位置データの作成
・町内会別ごみステーション設置状況表の作成
・ごみステーション管理台帳の整備

Ｈ25

本事業は、平成25年度単年で
の実施を予定していた事業で
あり、当初の事業内容は完了
済であることから、平成25年
度で終了することが妥当であ
る。

本事業で整備され
たごみステーショ
ン管理台帳を基
に、ごみステー
ションの適正な管
理を推進するとと
もに、ごみステー
ション管理台帳の
更新を随時行うこ
とにより、良好な
生活環境の維持に
努めていく。

Ｈ24
以前

終了

事業実施中に不断の事務改善
を検討・実施しております
が、事業内容に変更はありま
せん。

雇用人数 人 1

Ｈ24

－

10 5-①

不法投棄等
防止事業

市民
生活
部

環境
対策
Ｇ

H17

ごみステーション
管理台帳の整備
ページ数

ページ 1,646

ソフト
一般
会計

　ごみステーショ
ンの管理台帳を整
備することによ
り、ごみステー
ションの適正な管
理を推進し、良好
な生活環境の維持
を図ることを目的
とする。

Ｈ26 － －

　廃棄物不法投棄防止看板の更新、不法投棄やごみポイ捨て
防止に関する街頭啓発、不法投棄防止のための夜間・早朝パ
トロールを実施した。
【事業内容・実績】
・家電４品目不法投棄回収量：66個
・パソコン回収量：8個
・不法投棄防止・ポイ捨て防止看板の設置：市内設置数15カ
所
・市民への街頭啓発活動（１回）
・夜間・早朝パトロール（２回）

廃棄物の処理及び清掃に
関する法律、登別市廃棄
物の再利用及び処理に関
する条例　登別市不法投
棄、ポイ捨て及びペット
のふんの放置防止条例、
登別市不法投棄、ポイ捨
て及びペットのふんの放
置防止条例施行規則

不法投棄の発生件
数

件 43 42

上記のとおり
【事業内容・実績】
・家電４品目不法投棄回収量：69個
・パソコン回収量：3個
・不法投棄防止・ポイ捨て防止看板の設置：市内設置数15
カ所
・市民への街頭啓発活動（１回）
・夜間・早朝パトロール（２回）

上記のとおり

－ －

－ ソフト

上記のとお
り

Ｈ26

上記のとお
り

維持

　不法投棄防止対策には多大
な労力とコストがかかり、更
には、市内の広さから全てを
即時に対処することは難し
い。それを補うためには、市
民との協働による対策を講じ
ることが不可欠であり、今後
も市民の協力を得ながら、不
法投棄の発見、回収を行って
いく必要がある。

引続き、町内会、
市民団体等と連携
して、不法投棄の
防止に努めてい
く。

0 0 0 0

Ｈ24
以前

事業実施中に不断の事務改善
を検討・実施しております
が、事業内容に変更はありま
せん。

Ｈ25

上記のとおり

上記のとおり実施中 上記のとおり

Ｈ26

上記のとおり

合　計

－ － － － － －

一般
会計

　廃棄物の不法投
棄等の防止啓発、
不法投棄廃棄物の
回収等を行うこと
により、景観や衛
生を保持し、住み
よいまちづくりを
進めることを目的
とする。

Ｈ24

市民

Ｈ25

一般財源

合計

一般会計　合計

国庫支出金

道支出金

地方債

その他

一般財源

全会計　合計

国庫支出金

道支出金

地方債

その他

合計

区分【再掲】


